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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に
帰属する四半期利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 258,905 19.2 35,000 31.8 34,346 20.9 24,252 19.1 24,039 19.0

2022年３月期第３四半期 217,158 26.5 26,552 40.2 28,412 35.0 20,360 47.1 20,201 47.1

(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 26,014百万円(△5.1％) 2022年３月期第３四半期 27,423百万円(51.8％)

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 69.15 －

2022年３月期第３四半期 58.11 －
　

　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 623,003 494,894 490,621 78.8

2022年３月期 614,439 484,034 479,788 78.1
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 17.00 － 21.00 38.00

2023年３月期 － 22.00 －

2023年３月期(予想) 26.00 48.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有
　

詳細は、本日公表の「期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的１株当たり当期

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 350,000 11.9 48,000 24.6 33,000 18.8 94.92
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 359,115,217株 2022年３月期 359,115,217株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 11,457,486株 2022年３月期 11,455,307株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2023年３月期３Ｑ 347,658,724株 2022年３月期３Ｑ 347,661,741株
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、継続的なエネルギー価格の高騰やサプライ

チェーンの混乱による部材不足の影響を受け、先行き不透明感などによる設備投資マインドの低下から景気減速が

懸念されましたが、社会課題解決に向けた脱炭素社会への移行や地政学リスクに対するサプライチェーン再編によ

る自国や周辺国への製造移転等から、環境投資や生産性向上に資する設備投資需要が底堅く推移しました。このよ

うな環境のもと、当社グループの業績は、高水準な受注環境に対し、部材不足の影響を受けつつも、代替品の調達

や設計変更等により生産体制を維持、拡大することで、売上、利益ともに拡大しました。当第３四半期連結累計期

間の当社の経営成績は、売上収益258,905百万円（前年同期比19.2％増）となりました。売上収益の内訳は、国内

96,432百万円（前年同期比20.7％増）、海外162,472百万円（前年同期比18.4％増）となりました。

営業利益は、増収効果や販売価格の改善に加え、為替の円安推移等により、35,000百万円（前年同期比31.8％

増）となり、親会社の所有者に帰属する四半期利益が24,039百万円（前年同期比19.0％増）となりました。

事業別・地域別の概況については、以下のとおりです。

(事業別売上収益、営業利益の状況)

事 業 別

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

金属加工機械事業

　売上収益 177,748 81.9 212,652 82.1 19.6

　 (板金部門) (158,865) (73.2) (189,599) (73.2) (19.3)

　 (微細溶接部門） (18,882) (8.7) (23,052) (8.9) (22.1)

　 (調整額) (－) (－) (－) (－) (－)

　営業利益 21,537 － 28,762 － 33.5

金属工作機械事業

　売上収益 38,479 17.7 45,292 17.5 17.7

　 (切削・研削盤部門) (27,532) (12.7) (31,107) (12.0) (13.0)

　 (プレス部門) (10,947) (5.0) (14,184) (5.5) (29.6)

　 (調整額) (－) (－) (－) (－) (－)

　営業利益 4,366 － 5,552 － 27.2

その他（注）

　売上収益 929 0.4 961 0.4 3.4

　営業利益 648 － 685 － 5.7

調整額

　売上収益 － － － － －

　営業利益 － － － － －

合計（連結）

　売上収益 217,158 100.0 258,905 100.0 19.2

　営業利益 26,552 － 35,000 － 31.8

(注) その他は、遊休地の有効利用を目的としたショッピングセンター等の不動産賃貸事業等です。
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① 金属加工機械事業

売上収益は212,652百万円（前年同期比19.6％増）、営業利益は28,762百万円（前年同期比33.5％増）となりま

した。

＜板金部門＞

地 域

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

日 本 54,346 34.2 67,265 35.5 23.8

海 外 104,519 65.8 122,334 64.5 17.0

（北米） (44,253) (27.9) (55,575) (29.3) (25.6)

（欧州） (37,237) (23.4) (39,658) (20.9) (6.5)

（アジア他） (23,028) (14.5) (27,099) (14.3) (17.7)

合 計 158,865 100.0 189,599 100.0 19.3

(注) 本表の地域別売上収益は、顧客の所在地別の売上収益です。（以下の表も同様。）

なお、当第３四半期累計期間における板金部門の地域別の経営環境は以下のとおりです。

日本：脱炭素化や人手不足等を背景とした省エネ・高生産性商品への需要が高まる中、政府補助金の後押しも

あり、半導体製造装置や建設機械、工作機械、セルフレジ向けなど幅広い産業で設備投資需要が堅調に

推移しました。また商品別では、ファイバーレーザマシンやベンディング自動化マシン等の高付加価値

商品の販売が増加し、売上収益は67,265百万円（前年同期比23.8％増）となりました。

北米：インフレの高進とその対策としての金融引き締めによる影響等から景気の減速が懸念されたものの、米

国及び周辺国へのサプライチェーンの再構築等による設備投資需要が期を通じて堅調に推移したこと、

また円安の影響もあり、売上収益は55,575百万円（前年同期比25.6％増）となりました。

欧州：ロシアのウクライナ侵攻の長期化に伴うエネルギー価格の高騰などにより、一部のユーザに設備投資の

手控えが見られました。一方で、製造現場における省エネに対する意識の高まりや東欧諸国等への工場

移転による設備投資需要が見られ、政府による税制優遇施策も下支えとなって、売上収益は39,658百万

円（前年同期比6.5％増）となりました。

アジア他：中国では、ゼロコロナ政策からの転換とともに、第３四半期に入り緩やかな回復が見られましたが、外

資系メーカーによる他地域への工場移転等が影響したことから、減収となりました。一方で、ＡＳＥＡ

Ｎを中心にサプライチェーン再編の動きが加速化する等、販売が大幅に拡大したことで、売上収益は

27,099百万円（前年同期比17.7％増）となりました。
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＜微細溶接部門＞

地 域

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

日 本 3,505 18.6 3,910 17.0 11.5

海 外 15,377 81.4 19,142 83.0 24.5

（北米） (3,436) (18.2) (5,817) (25.2) (69.3)

（欧州） (3,357) (17.8) (4,279) (18.6) (27.5)

（アジア他） (8,582) (45.4) (9,044) (39.2) (5.4)

合 計 18,882 100.0 23,052 100.0 22.1

e-mobility市場の活況を背景に電装品関連が好調を維持し、全地域において増収となりました。特に北米では

医療機器、太陽光発電関連の需要が拡大し、インドではバイク向けのＥＶ関連需要が好調に推移しました。

② 金属工作機械事業

売上収益は45,292百万円（前年同期比17.7％増）、営業利益は5,552百万円（前年同期比27.2％増）となりまし

た。

＜切削・研削盤部門＞

地 域

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

日 本 12,624 45.9 12,973 41.7 2.8

海 外 14,908 54.1 18,134 58.3 21.6

合 計 27,532 100.0 31,107 100.0 13.0

国内の切削部門では、引き続き供給制約による部材の長納期化等により低調に推移しましたが、研削盤部門で

は新商品の投入も奏功し、半導体・電子部品向けへの需要が拡大しました。一方海外では、特に北米において切

削マシンの販売が好調に推移したことで増収となりました。

＜プレス部門＞

地 域

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

日 本 8,527 77.9 11,338 79.9 33.0

海 外 2,419 22.1 2,846 20.1 17.6

合 計 10,947 100.0 14,184 100.0 29.6

主要顧客である自動車部品関連業界では、自動車メーカーにおける減産の影響が懸念されましたが、国内では

生産性の向上を目的としたプレスマシンと周辺装置を組み合わせた自動化商品が好調に推移し、大幅増収となり

ました。
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　なお、各部門別の状況を合算した主要地域の状況は以下のとおりです。

(地域別売上収益の状況)

地 域

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間
増減率
(％)売上収益

(百万円)
構成比
(％)

売上収益
(百万円)

構成比
(％)

日 本 79,922 36.8 96,432 37.2 20.7

海 外 137,235 63.2 162,472 62.8 18.4

（北米） (53,722) (24.7) (69,881) (27.0) (30.1)

（欧州） (45,697) (21.1) (49,881) (19.3) (9.2)

（アジア他） (37,815) (17.4) (42,710) (16.5) (12.9)

合 計 217,158 100.0 258,905 100.0 19.2
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（２）財政状態に関する説明

財政状態の概要及び分析は以下のとおりです。

前連結会計年度末
（2022年３月31日）

当第３四半期連結会計期間末
（2022年12月31日）

増減

流動資産（百万円） 364,132 376,436 12,304

非流動資産（百万円） 250,307 246,566 △3,740

総資産（百万円） 614,439 623,003 8,563

負債（百万円） 130,405 128,109 △2,296

資本（百万円） 484,034 494,894 10,860

親会社所有者帰属持分比率 78.1％ 78.8％ 0.7％pt

当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して、8,563百万円増加し、623,003百万円とな

りました。流動資産については、部材調達の長納期化を背景とした原材料・仕掛品の積み増し等により前連結会計

年度末比12,304百万円増加の376,436百万円となりました。非流動資産は設備投資に伴い、有形固定資産が増加し

た一方で、投資有価証券の償還等により、前連結会計年度末比3,740百万円減少の246,566百万円となりました。

負債は長期借入金の返済等により前連結会計年度末と比較して2,296百万円減少し、128,109百万円となりまし

た。また資本については、利益剰余金の増加により前連結会計年度末比10,860百万円増加の494,894百万円となり、

親会社所有者帰属持分比率は前連結会計年度末の78.1％から78.8％へ増加しました。

連結キャッシュ・フローの区分別状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果、獲得した資金は8,796百万円であり、前年同期と比較し

30,240百万円減少しました。その主な要因は、棚卸資産の増加や法人所得税の支払額の増加によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果、支出した資金は6,447百万円であり、前年同期と比較し

1,908百万円支出額が増加しました。その主な要因は、設備投資に伴う有形固定資産の増加によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果、支出した資金は19,447百万円であり、前年同期と比較し

615百万円支出額が増加しました。その主な要因は配当金の支払額が増加したことによるものです。

以上の結果、連結キャッシュ・フローについては、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は、

前連結会計年度末に比べ16,811百万円減の89,980百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、現時点では2022年11月10日に公表した予想値に変更はありません。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期
連結会計期間

(2022年12月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 106,791 89,980

営業債権及びその他の債権 123,468 119,109

棚卸資産 101,885 132,426

その他の金融資産 23,388 24,586

その他の流動資産 8,598 10,334

流動資産合計 364,132 376,436

非流動資産

有形固定資産 164,429 175,573

のれん 6,251 6,392

無形資産 11,900 11,650

持分法で会計処理されている
投資

487 704

その他の金融資産 52,834 32,993

繰延税金資産 5,343 9,703

その他の非流動資産 9,059 9,548

非流動資産合計 250,307 246,566

資産合計 614,439 623,003
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期
連結会計期間

(2022年12月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 58,828 58,421

借入金 4,822 4,497

未払法人所得税 9,120 6,134

その他の金融負債 4,172 3,935

引当金 2,076 2,170

その他の流動負債 32,635 34,633

流動負債合計 111,655 109,793

非流動負債

借入金 2,244 884

その他の金融負債 9,712 10,262

退職給付に係る負債 3,025 3,199

引当金 7 7

繰延税金負債 503 943

その他の非流動負債 3,255 3,017

非流動負債合計 18,749 18,315

負債合計 130,405 128,109

資本

資本金 54,768 54,768

資本剰余金 143,883 143,883

利益剰余金 269,067 278,157

自己株式 △12,095 △12,097

その他の資本の構成要素 24,164 25,909

親会社の所有者に帰属する
持分合計

479,788 490,621

非支配持分 4,246 4,273

資本合計 484,034 494,894

負債及び資本合計 614,439 623,003
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（２）要約四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上収益 217,158 258,905

売上原価 △123,920 △145,395

売上総利益 93,237 113,510

販売費及び一般管理費 △67,396 △79,030

その他の収益 1,062 1,143

その他の費用 △350 △622

営業利益 26,552 35,000

金融収益 2,320 2,250

金融費用 △607 △3,113

持分法による投資利益 147 208

税引前四半期利益 28,412 34,346

法人所得税費用 △8,052 △10,094

四半期利益 20,360 24,252

四半期利益の帰属

親会社の所有者 20,201 24,039

非支配持分 159 212

四半期利益 20,360 24,252

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益(円) 58.11 69.15

希薄化後１株当たり四半期利益(円) － －
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（３）要約四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期利益 20,360 24,252

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する資本性金融資産

2,055 △5,011

項目合計 2,055 △5,011

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 5,002 6,769

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する負債性金融資産

△3 △8

持分法によるその他の包括利益 8 13

項目合計 5,007 6,774

その他の包括利益合計 7,062 1,762

四半期包括利益 27,423 26,014

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 26,997 25,784

非支配持分 426 229

四半期包括利益 27,423 26,014
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（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式

その他の資本の構成要素

合計

その他の
包括利益
を通じて
公正価値
で測定
する金融
資産

在外営業
活動体の
換算差額

持分法に
よるその
他の包括
利益

合計

2021年４月１日残高 54,768 143,883 252,315 △12,092 4,291 3,915 △4 8,202 447,077 3,735 450,813

四半期利益 － － 20,201 － － － － － 20,201 159 20,360

その他の包括利益 － － － － 2,052 4,735 8 6,796 6,796 266 7,062

四半期包括利益 － － 20,201 － 2,052 4,735 8 6,796 26,997 426 27,423

配当金 － － △11,125 － － － － － △11,125 △144 △11,270

自己株式の取得 － － － △2 － － － － △2 － △2

自己株式の処分 － 0 － 0 － － － － 0 － 0

その他の資本の構成要
素から利益剰余金への
振替

－ － △13 － 13 － － 13 － － －

所有者との取引額等合計 － 0 △11,139 △2 13 － － 13 △11,127 △144 △11,272

2021年12月31日残高 54,768 143,883 261,376 △12,094 6,357 8,651 3 15,012 462,947 4,017 466,964

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式

その他の資本の構成要素

合計

その他の
包括利益
を通じて
公正価値
で測定
する金融
資産

在外営業
活動体の
換算差額

持分法に
よるその
他の包括
利益

合計

2022年４月１日残高 54,768 143,883 269,067 △12,095 6,101 18,052 9 24,164 479,788 4,246 484,034

四半期利益 － － 24,039 － － － － － 24,039 212 24,252

その他の包括利益 － － － － △5,020 6,752 13 1,745 1,745 17 1,762

四半期包括利益 － － 24,039 － △5,020 6,752 13 1,745 25,784 229 26,014

配当金 － － △14,949 － － － － － △14,949 △202 △15,151

自己株式の取得 － － － △2 － － － － △2 － △2

自己株式の処分 － 0 － 0 － － － － 0 － 0

所有者との取引額等合計 － 0 △14,949 △2 － － － － △14,951 △202 △15,154

2022年12月31日残高 54,768 143,883 278,157 △12,097 1,080 24,805 23 25,909 490,621 4,273 494,894
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（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 28,412 34,346

減価償却費及び償却費 12,970 13,244

金融収益及び金融費用 △989 2,254

持分法による投資利益 △147 △208

固定資産除売却損益 77 390

棚卸資産の増減 △16,794 △28,127

営業債権及びその他の債権の増減 7,244 8,152

営業債務及びその他の債務の増減 9,792 △3,175

退職給付に係る負債の増減 △24 △28

引当金の増減 131 35

その他 1,950 △3,598

小計 42,624 23,285

利息の受取額 546 660

配当金の受取額 138 91

利息の支払額 △105 △169

法人所得税の支払額 △4,167 △15,071

営業活動によるキャッシュ・フロー 39,036 8,796

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額 1,458 △4,605

有価証券の取得による支出 △18,000 △19,000

有価証券の売却及び償還による収入 19,600 23,500

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,133 11,425

有形固定資産の取得による支出 △9,077 △14,558

有形固定資産の売却による収入 508 673

無形資産の取得による支出 △2,328 △3,257

その他 166 △624

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,539 △6,447

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2 344

短期借入れの返済による支出 △4 －

短期借入金の純増減額 △6,843 △641

長期借入れによる収入 2,222 18

長期借入れの返済による支出 △1,110 △2,054

リース負債の返済による支出 △1,801 △1,971

自己株式の取得による支出 △2 △2

配当金の支払額 △11,143 △14,938

非支配持分への配当金の支払額 △149 △202

その他 0 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,832 △19,447

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,370 287

現金及び現金同等物の増減額 17,035 △16,811

現金及び現金同等物の期首残高 75,868 106,791

現金及び現金同等物の四半期末残高 92,903 89,980
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

(単位：百万円)

金属加工
機械

金属工作
機械

その他 合計 調整額
要約四半期
連結財務諸
表計上額

売上収益

外部顧客からの売上収益 177,748 38,479 929 217,158 － 217,158

セグメント間の売上収益 － － － － － －

合計 177,748 38,479 929 217,158 － 217,158

セグメント利益 21,537 4,366 648 26,552 － 26,552

金融収益 2,320

金融費用 △607

持分法による投資利益 147

税引前四半期利益 28,412

　(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んで

おります。

２．セグメント利益は、営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年12月31日)

(単位：百万円)

金属加工
機械

金属工作
機械

その他 合計 調整額
要約四半期
連結財務諸
表計上額

売上収益

外部顧客からの売上収益 212,652 45,292 961 258,905 － 258,905

セグメント間の売上収益 － － － － － －

合計 212,652 45,292 961 258,905 － 258,905

セグメント利益 28,762 5,552 685 35,000 － 35,000

金融収益 2,250

金融費用 △3,113

持分法による投資利益 208

税引前四半期利益 34,346

　(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業等を含んで

おります。

２．セグメント利益は、営業利益と調整を行っております。

　



株式会社アマダ(6113) 2023年３月期 第３四半期決算短信

― 14 ―

３.補足情報

　受注及び販売の状況

１. 受注状況

部門別

前第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

受 注 高 受 注 残 高 受 注 高 受 注 残 高

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

板金部門 205,107 73.5 99,856 76.5 218,250 73.5 140,096 77.8

微細溶接部門 24,305 8.7 10,634 8.1 26,986 9.1 14,208 7.9

切削・研削盤部門 32,452 11.7 10,042 7.7 35,749 12.0 14,619 8.1

プレス部門 16,303 5.8 10,103 7.7 15,188 5.1 11,097 6.2

その他 929 0.3 － － 961 0.3 － －

合 計 279,098 100.0 130,637 100.0 297,136 100.0 180,021 100.0
　
　

２. 販売実績

部門別

前第３四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％）

板金部門 158,865 73.2 189,599 73.2

微細溶接部門 18,882 8.7 23,052 8.9

切削・研削盤部門 27,532 12.7 31,107 12.0

プレス部門 10,947 5.0 14,184 5.5

その他 929 0.4 961 0.4

合 計 217,158 100.0 258,905 100.0

　


